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i濯璽 嚢 鑑 灘 集 鰻箆鷹 雛学部門
金研の新 しいスター トに際して,材 料理工学分野 平 林 真
における共同利用研究のあり方を模索して,あ わ
ただしく過ごした2年 間であった。
昭和26年10月,小川研究室(放 射線金属学部 喝'.a。
門)の助手となってから,37年余りの歳月は,永
すぎた と思う反面,振 り返ってみると全 く短か 、
D灘 欝鵜
り,関連する法人,個 人に御協力を願っていると
ころである。記念事業の内容はここではふれないL・,
が,金 研の歴史の一つの節目として,次 の飛躍へ;も
の証 備 轟 輔 畿
る日(Z,fimン:轟9崩
が材料科学分野における世界の研究中枢として,〆 鯛 弼』 ㍉壷
国際的な祝福と尊敬を受けることを切望 してい 中国科学院固体物理研究所(合肥),馬博士とともに
る。これが,金 研を去る今の感概である。
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i金 憂i≡i套≡-i活i_蛮0-i年
合金設計制御工学部門 和 泉 修
/988年6月11日、私は花田修治教授と共に西 一本多光太郎一金属一錬金術一ロマン」という図
ドイツのGottln8en市に居た。本多光太郎若き 式が無意識の中に慢然と出来ていたのかも知れな
頃の寄宿先が現存していることが確認され、その い。とにかく私は金属の世界に迷い込むことにな
建物に新たに取りつけられた記念標の除幕式に招 った。そして卒業研究を金研でやることになった
かれたのである。Go亡 ln8enは中世の風情を今 のも実は 「学生時代の思い出に」との級友の誘い
に残す素晴しい街であった。 に乗ったまでのことであった。配属先は故大日方
18ア0年(明治3年)生まれの本多光太郎は/897一司先生の研究室であった。従って私は将来大日
年東京帝大を卒業し、1907年東北帝大教授内定と 方研究室を引継ぎ、今日停年を迎えるまで勤め上
共に留学を命ぜられ、Go亡亡fngen大学のPnoEげ ることになろうとは、当時夢想だにしなかったq
7一謝ηm∂nnに師事 したのであった。除幕された ことである。しかしやがて、ここでの人との出遭
大理石の記念標には い、金属との出遭いを通じて、私の人生は急転回
「KOTAROHO/>DAを 続けて行くことになるのである。
〈nETALLKUA/DLER研 究室に入り、実際に研究の片鱗に触れ、私は
/90アー/911」 初めて其処が真理 こ奉1士する峻厳な修業の場であ
と刻まRて いたが、彼は丸4年 間この地におった ることを知った。そして戦後わけもなく抱き続け、
わ けではない。後半はBeρ/fn大学のPnoE[)U悩 み続けて来た妄念は、何時 しか嘘のように氷解
BafsやCambn/dge大学のPnoEEvvfngな し去って行った。卒業と同時に助手に任用された
どの門をロロいている。本多記念標は1987年に私の 私がはじめて出遭った金属は銅であった。銅は金
研究室を訪れたドイツ金属学会の前会ftPnof,属文明史の中で最も歴史が古く、そして数少ない
Bunkの熱心な努力により、市当局 ・大学 ・学会 有色金属の一つである。銅合金の微妙な色調に私
を動かして実現を見たものである。私は私の長い は少なからぬ感動を覚えたが、なにしろ当時は電
金研生活の最後の年度に、金研の創始者本多光太 力事情が極めて悪く、停電や電圧不安定は恒常的
郎の若き日々を送ったその土地を、しかも除幕式 であった。そのため熱処理するときは炉のそばに
参列という形で訪れることが出来て誠に感無量な つきっきりで、徹夜実験が幾晩も続く有様であっ
るものがあった。 た。金属と日夜生活を共にする数年が過ぎ、やが(
今を去る40年前、私は生まれてはじめて金研の て私は 「金属は生きている」と信じるようになっ
門をくぐった。卒業研究のためである。私は金属 た。そして金属と語り合い、心の交流を図ること
工学科の学生であった。当時は第二次大戦終了直 が楽しみとなり、研究の駆動力ともなったような
後で、荒廃と混乱と暗黒の日々であった。食糧 ・ 気がする。
物資の欠乏、加速するインフレ、価値観の混迷に 研究はその後銅合金以外にもアルミニウム合
人々は悶え苦しみ、夢も希望も持てない時代であ 金、チタン合金、ニッケル合金などをも手掛けた
った。金属工業も壊滅状態であった。そんなとき が、β黄銅の異常挙動から私は「金属間化合物」に
に何故私は金属の道を選んだのか、確固たる理由 強い関心を抱くようになった。/967年1月、大日
があったわけではないような気がする。朱曾有の 方先生の研究室を引継ぐことになった私は、金属
歴史的転換に遭遇し、私自身わけもなく迷い悩み 間化合物を一つの重点研究テーマに設定した。当
続ける状態であったので、明確に自分の将来を考 時金属間化合物といえば硬くて脆くて、箸にも捧
えることなど到底不可能なことであった。しかし、 にもかからぬ存在であった。しかし、温度上昇に
仙台で生まれ育った私にとって、「仙台一東北大学 つれて強くなるという奇妙な性質は、新たな耐熱
一2
材料として強烈な魅力を秘めていた。種々の化合 まざまなことがあった。そして在職の幕が降りよ
物に対するチャレンジが、研究室のスタツフによ うとしている今、金研で仕事が出来たことの幸せ
り続けられた。そして遂に世界に先駆けてこの材 をしみじみと感じている。そこには本多光太郎以
料の延性化に成功し、実用化へ向けての明るい展 来の歴史と伝統が烈々と脈動している。そして共
望を切り拓くことが出来た。今やこの分野は世界 同利用研究所に変身した今、その波は国内 ・国外
的規模で開発研究の熾烈な競合の場となってお へと伝播して行くことであろう。折も折、本多光
り、私共のグループがその先導的役割を果たし得 太郎若き日の命の灯がGottfngen(:点された。
たことを衷心より光栄に思っておる次第である。 私には象徴的な出来事のような気がしてならない
金研と共に40年一 振 り返ってみると実にさ のである。
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Go亡亡lngen大学金属物理学研究所所長室にて、左よりPnoEBunk、
筆者、ProEKOS亡en、ProEHa∂seη(研究所長)。
後方の額はGo亡亡fngen時代と文化勲賞 受賞時の本多光太郎組写真(金研
より贈呈)。この額は現在階段教室正面に、黒板を挾んで左(ZTamm∂nn、
D
右に本多光太郎と対をなして飾られている・命垂
溶解凝固制御工学部門 坂 上 六 郎
金研へ赴任して参りましたのは,昭和33年です この間多くの万々からご薫陶を頂きまた支えら
から,今年で丁度3/年になります。思えば大変長 れながら研究一筋に過してこれたことを誠に幸と
い,またそれなりに厳しい道のりでしたが,過ぎ 思い,感謝しております。
去って見れば,色々な出来事が懐かしく思い出さ 退官にあたり皆様の御健勝とますますの御活躍
れるこの頃です。 をお祈り致します。
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糊繍欄糊欄糊 欄閣
材料プロセス評価学部門併任教授
神戸大学理学部教授 本 河 光 博
金研に足繁く通うようになって早くも一年がた ため1.6μmあたりの赤外分光の実験も計画し
とうとしている。私の部屋のある新館5階のベラ た。サンプルと分光器の間を光ファイバーで接続
ンダからみると昨年4月にはまだスケルトンであ する配置で最初予定していたPBSの検出器では
った住友生命ビルがもう完成間近のようである。 感度がとれないことが分かりこれも中断してい
最初から私事で恐縮であるが、私は今までに外国 る。高感度の検出器を用意すれば片がつく問題で
生活は別として、京都大阪以外に住んだことがな あるのでこれも先に期待したい。最近可視領域の
く、かねがね異文化の土地に暮らしてみたいとい 分光ではOMAと呼ばれる便利な装置があり、瞬1
う願望があった。従って最初仁科先生から客員教 間的にスペクトルがとれるのでパルス磁場と併用
授のお誘いがあった時、どんな研究をするかとい して強磁場の分光研究がすいぶん進んでいる。し
うことよりもまずそのことが頭にあって、わくわ かし、赤外ではこの装置は使えず一定磁場で回折
くする気持で引受けてしまった。「そんな邪な考え 格子を回転させるほかない。従って強磁場赤外分
で仙台へ来ていたのか」とお叱りをたまわりそう 光は定常磁場の独断場になるはずである。
であるが、動機はともあれ、一カ月に一度、約一 こんなわけで中川研の学生に 「本河さんは出来
週間の滞在が私の研究生活に有形無形の形で大き ない実験ばかり持ち込む」といって叱られてしま
な刺激を与えたことは否定できない。 った。金研強磁場がその名称に超電導研究をうた
私は最初ガラスの[‡]に薄く混入した磁気不純物 つている以上トランスポートの実験が中心になる
の磁気緩和を強磁場中で測定する実験を考えた。 のは当然とはいえ、今後例えばDOからX線まで
即ち金研の強磁場を用いて低温強磁場中での交流 強磁場を軸として幅広いスペクトルをカバーする
帯磁率を周波数を変化させながら測定することに ような研究体制に発展して行くことを希望する。
より緩和時間の磁場依存性を調べたいと思った。 私は神戸大学でも小さなパルス強磁場を作って
これについては5月に行われた金研講演会で話を 実験を行っているが、そのマグネツトにいささか
したので詳しいことは省略するが、この実験によ の工夫をした。よく知られているようにマグネツ
リフォノンの状態密度のエネルギー依存性が評価 トであるコイルに大電流を流して強磁場を発生す1
でき、がラスと結晶の違いを見たいと思ったわけ ると半径方向に膨張する力が働く。コイルを破壊
である。低温強磁場中では常磁性スピンはかなり から守るために強度の高い線材を使ったり回りを
飽和しておりその微分帯磁率は小さいが室温での 強度の高い物質で囲って補強する。私のアイデア
ゼロ磁場帯磁率とほぼ同じくらいであり測定可能 は補強としてステンレスの囲いとコイルの間をア
と思った。しかし試みた結果それは非常に困難で、 ルミナ粉末と水を混ぜたものでうめて液体窒素に
励磁コイルの振動や磁気抵抗によってゼロ磁場帯 つけて凍らすというものである。アルミナ粉末と
磁率の測定に比べて格段に難しいことがわかっ 水の凍結体はいわばセラミックスのようなもので
た。現在木戸助教授が強磁場帯磁率の重要性を認 非常に強度の高いことが分かった。神戸大学では
識して技術開発を行っているのでそのうち再び挑 パルス磁場を発生させるためのコンデンサーバン
戦させていただきたいと考えている。 クが小さいため32テスラしか発生できなかった
強磁場を使う実験としてやはり木戸助教授の協 が・中川研のバンクを借りて40テスラを発生する
力で、擬一次元磁性体であるCsNiOi、という物 ことに成功した。このコイルの特徴は安価で制作
質のマグノンサイドバンドの磁場依存性を調べる が容易であることであり・こんな簡単なもので40
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テスラが発生できたことは人の意表をついており で行ったので、単結晶でも測定してみたいと思つ
私としては大いに満足している。このアイデアは て山ロ泰男教授から立派な資料をもらい、測定に
将来H。の高い高温超伝導体を使って強磁場マグ かかろうとしているところである。興味ある結果
ネツトを作るとき役に立つのではないかと思って を期待している。
いる。 私が神戸大学で困っていることの一つは物性実
OsCOCl,というやはり一次元の磁性体のラマ 験をやっているグループが他になく話相手がいな
ン散乱の実験を黒田助教授の協力で行っている。 いということである。金研においては上記共同研
この実験は既にフランスでなされているが、我々 究を通じて、木戸君、黒田君、山ロ君らとじっく
が神戸大学で測定した遠赤外分光の結果と一致し り話を出来たし、中川先生、仁科先生をはじめ立
ないので確かめることと温度変化を綿密に行い相 木先生にもしばしば話相手になっていただき、教
転移近傍での振舞いをみることを目的としてい えていただいたことも多い。そのほか池部君とも
る。最近購入されたオクスフオードのクライオス1日 交を暖めたし、また青葉U」の住人も何人かはよ
タツトの初実験としていい結果が出ることを期待 く私の部屋を訪れてくれ、ディスカッションをし
, している。 た。只一つ残念なのは結局旧知の人たちとばかり
4月に金研に行ったとき仁科先生からぺニング 接触し新しい人間関係をあまり作らなかったこと
トラツプをパルス強磁場で出来ないか検討するよ である。大いに反省している。また金研講演会に
うにと宿題をいただいた。これは電荷を持ったマ 研究所のアクティヴィティを貝せていただき、研
イクロクラスターをサイクロトロン運動させてあ 究会にもいくつか参加させてもらった。
る空間に閉じ込める装置で、磁場が高い方が質量 あれやこれやで瞬く間に一年が過ぎてしまった
選別の分解能が上がる。このために矩形波のパル ような気がする。初夏の作並に遊び、広瀬川の紅
ス磁場を作らなければならないがそれが非常に難 葉をめで、電飾のけやきの並木道を歩き、白銀の
しい。まだ答えが出せないでいるがもうしばらく 蔵王にも足をのばし、公私共に充実した一年であ
宿題として残していただこうと思う。 った。このような機会を作ってくださり、面倒を
FeSiは弱い強磁性を示し興味深い物質である みてくださった中川先生、仁科先生に対し、また
が、半導体的牲質をも持ちそのギャップはトラン 迷惑をかけた木戸君、黒田君、そして研究室の若
スポートの実験から約400Kと評価されている。 い人たちにあらためてお礼を申し上げる次第であ
これの遠赤外分光を行ったところ吸収端が約100る 。
㎝…1にみられコンシステントでない。最初多結晶
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「黛金研"に 客 員 と して招 か れ て 」
材料物性学部門客員教授
日立マクセル㈱筑波研究所 藤 原 英 夫
昭和63年/0月から年号改まり平成元年3月 迄Flgl
の6カ 月間、磁気学の源流である"金 研"に 客員/'・
としてお招きを受け、磁気応用を生業とする私に'り 、・
譲薫灘講 評黛二∴♂
藻 藻1羅縫蒙lll野㍉寧 ご≧』 「
蕪 灘 蕪癬 禦飯鍔＼/囎
組され・本年度はさらにこれを民間研究機関にも これはよいテーマではないかと、秋の金属材料研
求めるという方針を決定されたとのことです。真 究所講習会で紹介させていただきましたところ、
にその発想・企画のすばらしさに敬服すると共に・ 予想以上の方々からの関心を得、とくに山口貞衛
この趣旨をよく噛みしめて見て、改めて大変なご 先生からは膜内部の水素原子の分布状態を調べて
とをお引受けしてしまったと悟まれたものです。 やろうと云う御申出でをいただきました。共蒸着
しかし・こうなった以上何とかしなくてはと・種々 膜の中でポリエチレンがどのような状態で存在す
頭をひねりましたが・無い袖は振れません。結局、 るのか、炭素の鎖は繋つているのだろうか、水素
切角の機会ですので・逆に出来るだけ"金研"の はどうなっているのだろうか……。これらは私共
皆さんのお力を拝借して、私のところで抱えてい の大きな関心事で、早速お願いすることに致しま(
る研究の中の何かを大きく進めさせていただくこ した。手法は高速のHeイオンを膜に照射して、
とが・この好機をお与え下さった皆様への御恩返 はじき出されて来る水素(反跳粒子)のエネルギ
しになるのではないかと勝手な解釈を下し、自か 一スペクトルを求めるというものです。現在、水
ら慰めることにしました。 素濃度が、基板側から表面に行くに従って次第に
たまたま私共のところでは・鉄やコバルトをポ 低減しているという興味深い結果が出て来ており
リエチレンと共に適当な基板上に同時に真空蒸着 ます。この問題に関しては、客員として在職して
すると・これがアモルファス状となってソフトな いる間に限らず、藤森先生、山口先生の研究室の
磁気特性を示すという新しい現象を見付けていま 方々は勿論のこと、さらに多くの方々の御援助を
した。ポリエチレンをどの位混ぜるかにもよりま いただきながら、物性、応用両面の研究を続けて
すが、適当な配合比にすると、15kg以上の高い飽 行きたいと思っています。
和磁束密度を持ち、かつ、電気抵抗もきわめて大 こちらに参って感じましたことを少々。第一に、
きくすることが出来るため、将来の超高周波素子 仙台は一つの文化圏を形成しているということで
材料としての応用も楽しみにしていたものです。 す。各種シンポジウムや出版物が東北大学を中心
一6一
にローカルに存在し、こちらでは常識的なことが 年各分野で指導的な立場をとって来られたその原
実は全国的には未だ普及していないものが多々あ 動力をここに垣間見た感じです。あっと云う間の
るようです。これは一種のカルチャーショツクで 半年。しかし、久しぶりにアカデミックな雰囲気
した。今一つ、これは当然なことかも知れません に浸り、爽快感を味わせていただきました。
が、自然現象に対する好奇心が強烈で、同じよう このような機会を与えて下さいました所長はじ
なテーマに幾人もの人が、それぞれの立場で取り め関係各位の方々に深く感謝しつつ……。
組み、切瑳琢磨しておられるということです。永
東北大学金属材料研究所短期薪究会
「破壊の原子論」報告
, 高純度金属材料学部門 木 村 宏
上記研究会を,1988年ア月13日,14日に開催し 多少とも塑性変形が起っており,その程度によっ
た。これは昨年12月に開かれたものと同じ性格の て脆い材料,強靱な材料,軟らかい材料という区
研究会である。「破壊の原子論」というのは適切で 別がでてくる。破壊の問題の難しさのひとつは,
ないという御意見をあちこちで耳にした。たしか この塑性変形との兼ね合いをどう解きほぐしてい
にいい名称だとは思っていないが,さりとてこの くかという点にある。
会の性格にぴったりした名称をどなたも提案して この問題に真正面から取組もうとすると,たと
下さらないところを見ると,「原子論」でもとりあ えばクラツク先端からの転位の発生と移動,転位
えす御許しいただけるのではないかと思ってい によるクラックの遮へいと言った研究の進め方と
る。あとで述べるが,この名称でこの種の研究会 なり,原子閤力に直接つながるには少々距離があ
を開くことはもう考えていないし,日本金属学会 る。しかし,材料の塑性を研究する分野として,
の同様な性格の研究グループは 「破壊の物理と化 巨視的な塑性力学に対して,転位論を基礎とする
学研究会」,と名づけたので,当分の間,このわけ ものを原子論的アプローチであると考えるなら
の判らないような名称を使用することはないと思 ば,このような研究の進め方を破壊の原子論と
う。何時かは,この 「原子論」という名称にぴっ 言ってもあながち不当とも言えまい。今回の研究
D たりの内容の破壊の研究分野が育ってくれるであ 会でも,この種の研究発表が大部分であった。取
ろうことを祈る次第である。 扱われた物質も,銅のような延性に富むものから,
今回は9件の研究発表があった。内容を一々紹 鋼のように強靱なもの,モリブデンのようにかな
介することは,本記事の性格にそぐわないと思う り脆いもの,そしてイオン結晶と巾広い範囲にわ
ので,先程の名称論もからませながら,会議の雰 たっていた。現段階では個々の研究を縦断的に眺
囲気を申し上げよう。 めて塑性と脆性の関連について一貫したものを求
材料の破壊というのは最終的には原子間の結合 めるところまでは至っていないが,この種の会の
がきれることである。だからと言って原子間力が 回を重ねるにつれ,そうしたものが生まれて来る
わかればそれで一件落着というほど物事は簡単で ことを期待したい。塑性変形とのからみを避けて
はない。力を加えられると,材料によっては破壊 直接原子間力の問題にアプローチすることも不可
しないで永久変形する。もちろん飴のように伸び 能ではない。たとえば不純物の偏析による粒界破
てきれてしまう場合もあるが,この場合の破壊を 壊はそうしたことの可能な一例である。鉄の粒界
チョークを折るときの破壊と全く同じものと考え に燐やイオウが偏析すると粒界破壊しやすくな
る人はあるまい。一般に,材料の破壊においては,る 。熱処理温度を変えることで偏析量を変えるこ
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とができる。この場合偏析している不純物の量が 大きさであった。単に情報を集めるために参加す
変っても結晶粒内の不純物量はほとんど変化しな るというのではなく,ひとりひとりが会を自分の
いから,結晶粒の塑性も変らない。それなのに粒 ものと考えている雰囲気があった。活発な討議を
界破壊しやすさが変るということは,粒界での原 通じて,「原子論」というような包括的な名称では
子間結合力が変化したことを意味する。したがっ なく,もっとせまいところに焦点をしぼって次の
て粒界偏析と粒界破壊のおこりやすさとを調べれ 研究会を計画しなければなるまいと感じた。
ば,各種元素が粒界での鉄の原子結合に対してど 実用的研究又はそれに近い基礎研究に比べる
のような影響をもっているかを調べることができ と,破壊の原子論的アプローチというのは誠に地
る。 味である。しかし,どんなにすぐれた性質をもっ
もちろん,定量的な議論を行うには,塑性変形 た物質が見つかっても,それが実用の材料となる
の効果を確実に把握しなければならないが,半定 ためには,多くの場合破壊の問題を克服しなけれ
量的に大小関係を論ずることは可能である。今回 ばならない。酸化物高温超電導物質がこのよい例
の発表の中にも粒界破壊に関するものが2.3見 であろう。新物質を新材料にするための,ひとつ
られた。 の重要な基礎科学として・破壊の物理的・化学的li
研究会は30～40人のこじんまりしたもので新 アブローチが,「破壊の原子論」と呼ぶにふさわし
らしい学問分野を拓いていこうというには適切な いところまで発展することを強く期待する。
「高融点金属の基礎」
原子力材料物性学部門 山 ロ 貞 衛
近年,高融点金属の原子力材料,宇宙材料,電 元素添力ロの影響
気 ・電子材料などへの応用に対する重要性が広く 貝沼 紀夫 ・阿部 義邦
認識され,高融点金属の基礎的な性質に関する研(金 材技研)
究は大きな関心を集めている。 ☆金属酸化物における酸素の運動の研究
高融点金属に興味を持つ多くの研究者が一堂に 池田 進 ・渡辺 昇
会して研究の現状,動向,展望などを議論するこ(高 工ネ研)
とは有意義であると考え,本研究会を企画した。 ☆MOの転位緩和に及ぼす微量異種原子の効果
一方,高融点金属を話題にする研究会が,川渡 鈴木 茂(
の東北大学セミナーハウスで笛年行なわれてお(東 北大金研)
り,今年で第1ア回になる。そこで,川渡セミナー ☆バナジウムのイオン照射下組織変化に対する水
に連続して研究会を開催することにして,川渡セ 素の影響
ミナー開催日の前日に当たる1988年7月15日に 鹿野 文寿 ・井戸 照喜
金研講堂で 「高融点金属[‡〕の軽元素の挙動」をメ 石野 栞
インテーマとする研究会を開催した。参加者は所(東 大工)
外20名,所内37名の計57名であった。 ☆がス透過法によるバナジウム中水素の超拡散
以下に講演者と演題を記す。 一低温における表面効果一
☆FeにおけるMn-○相互作用 加納 誠 ・高田 健
四ツ井元記 ・沼倉 宏 清水 久樹 ・小島日出夫
小岩 昌宏(東 理大理)
(京都大工)鈴 木 平
☆β型Ti合金の組織と機械的性質に及ぼす微量(東 北大基礎工)
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☆金属中水素の局在モードの研究 金属中の侵入型不純物の挙動を調べるためには
池田 進 ・渡辺 昇 様々な手法がある。本研究会では内部摩擦,磁気
(高工ネ研)余 効,中性子非弾性散乱,スエーリング,超拡散
高純度鉄単結晶の加工硬化 に関する研究発表が行なわれ,活発な議論がかわ
態谷 淳一 ・木村 宏 された。
(菓北大金研)講 演会終了後は川渡に行き,東北大学セミナー
☆Ta,Nb中の転移運動の緩和スペクトル(弾性 ハウスでジンギスカン焼を肴にした盛大な懇親会
余効)を もちました。
水林 博 ・森田 昌孝
北村 優 ・奥田 重雄
(筑波大物質工)
D 「III-V化合物半導体 の結晶欠陥
研 究の新 しい展開」
結晶欠陥物性学部門 角 野 浩 二
超高速演算素子やオプトエレクトロニクス素子 研究会は/988年7月20日と21日の2日間,金研
の材料となるGaAsやlnPなどのIII-v化合物 講堂において開催した。講演数は全部で24,その
半導体の研究は,過熱気味であった高品質大型単 中12が大学研究者によるもの,1つが国立研究機
結晶育成技術の開発競争の時代を過ぎ,今や,そ 関の研究者によるもの,そして1/が企業の研究者
の物性を精密に制御するために必要な,確実かつ によるものであった。講師には,最近,物理学会
定量的な知識を探索する地道な研究の時代に入っ と応用物理学会を中心に活発に活動されておられ
たように思われる。 る方々をピック ・アツプしてお願いしたが,期せ
この種の材料の物性を決定的に支配するものの ずして,大学の研究者と企業の研究者の講演がほ
一つに,不純物も含めた各種の結晶欠陥がある。 ぽ同数となった。このことは,そのまま,日本に
D 結晶欠陥を制御することが そのまま物性を制御 おけるこの分野の研究の現状を物語っている。ぢ
することになる場合が多い。従って,こ の種の半 なみに,研 究会への出席者数は細100名であった
導体に特有な結晶欠陥の性質を総合的に理解する が,企 業からの参加者が60名を超えた。
ことが,高 品質の材料,ひ いては高性能のデバイ 研究会のプログラムを後に示すが,そ こで感じ
スの製造や,そ のようなデバイスの製造歩留りを たことを2つ 述べておきたい。ます第一は,特 に
上げる技術の開発に直接つながる。その意味で,化 合物半導体の場合,研 究対象となりうる欠陥物
III-V化合物半導体の結晶欠陥は,基礎と応用の研 性の種類が非常に多いこと,そ して,そ れらの相
究者を密接に結びつけている数少い研究対象の一 関を正しく把握 してこそ,欠 陥制御にとって必要
つである。そこで,現時点で大学,国立研究機関,な 知識が体系化されるということである。これか
および民間企業のこの分野における代表的な研究 らの科学教育は,現 在の日本の教育制度のもたら
者を集め,現 在までに明らかになっていること,し ている各学問分野間の有形無形の垣根を取 り
および,こ れから明らかにすべきことを,基 礎と 払って,多 くの分野にまたがる広い視野をもった
応用の両方の観点から一緒に討論することを目的 研究者を育てることのできるようなものでなけれ
として,こ の研究会を企画 した。 ばならないことが痛感される。第二は,最 近,企
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業における研究が応用分野のみならす,基 礎分野7.砒 化がリウム中のEL2の 形成過程
にも大きく進出して来ていることである。豊富な 末沢 正志(東北大 ・金研)
研究資金と,恵 まれた試料とその処理環境を背景8,LEOGaAs単 結晶のAs圧EP加あるいは真
にした企業の研究の成果には,大 学が一寸大刀打 空熱処理効果
ぢできない面をもったものがある。このことは,大 久保教夫,松 本 智
大学における研究のあり方に関していろいろ考え(慶 大 ・理工)
させてくれる。昨今,大 学における研究は,研 究9.半 絶縁性GaAsの 熱処理と電気特性
費の得やすさという点から,年 ごとに応用サイド 岩崎 晃嗣,宇 田川 隆
にシフトして来ている傾向が強いが,大 学が将来 斎藤 豊,長 井 尚
も研究機関としての立場を確保するためには,今 竹内 良一,渡 辺 紘也
後は研究をずっと基礎サイドにシフトさせる必要(昭 和電工 ・秩父工場)
があろう。研究の成果を産業に直ぐに役立てよう10.無 転位lnドープLEO-GaAsにおける熱履
という観点から,大 学が次々と新 しいトピックス 歴の効果
に振り廻されて研究テーマを選択する時代は過ぎ 北川原 豊,桑 原 登,竹 中 卓也 噛
つつあるのではなかろうか。自分が知りたいと思(信 越半導体)
うことを徹底的に追求するという,大 学本来の特11.III-v化合物辛導体表面の水素化処理
徴をもった研究が優遇される時代が復活することAnirOOtBOonyaSirkOol
を期待 したい。 杉野 隆,白 藤 純嗣
(阪大 ・工)
研 究会 プ ログ ラム12.化 合物半導体結晶への不純物拡散
松本 良成(日本電気 ・基礎研)
ア月20日13.lnP,GaAsへ のEr拡 散と光学的特性
*開会挨拶 角野 浩二(東北大 ・金研)生 駒 俊明,肩ヱ川 一彦,趙 新為
1.LE-VB法GaAs結 晶;育 成と特牲(東 大 ・生研)
干川 圭吾,中 西 秀男,活 田 健治 ア月21日
(NTT・LSI研)/4.PTR顕 微鏡によるGaAs基 板の非発光性
2.ModifiedLEC法による低転位密度lnP欠 陥の評価
単結晶の育成 御子柴 宣夫,坪 内 和夫
川瀬 智博,龍 見 雅美(東 北大 ・通研)
(住友電工.基 盤技術研)15.薄 膜表面・界面の原子構造とその制御(
3.UndopedLEOGaAsの格子定数精密測 井上 直久
定による評価(NT「 「・LSI研)
岡田 安正(電総研)16,GaAs表 面欠陥の制御
4.基板結晶のストリエーションと>thのミクロ 南日 康夫,大 井川治宏,焚 甲法
不均一性(筑 波大 ・物質工)
藤崎 芳久(日立 ・中研)17.不 純物を固溶するGaAs結 晶中での転位の
5.化合物半導体結晶中の不純物原子の局所構造 動的挙動
北野 友久,松 井 純爾 米永 一郎,角 野 浩二
(日本電気 ・基礎研)(東 北大 ・金研)
6,lnP結晶中構造欠陥の熱的及び電子的欠陥反18.III-V族化合物半導体中の転位と溶質原子の相
応過程 互作用
安東 孝止(NTT・光工研)神 藤 欣一一
(東工大 ・総合理工)
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19.高温変形したSl-GaAS結晶のPITS法に22.電 子顕微鏡でみたGaAs中 の転位
よる評価 平田 光児
安武 潔,金 本 直樹(阪 大 ・教養)
芳井 熊安,川 辺 秀昭23,III-v族化合物半導体混晶中の欠陥の電顕によ
(阪大 ・工)る 評価
20.共有結合結晶中の転位運動の素過程 上田 修(富士通研)
前田 康二(東大 ・工)24.GalnP混 晶の秩序構造とエレクトロレフレ
21.inPとGaAs結晶中の転位挙動のSOR光 クタンス
その場観察 西野 種夫(神戸大 ・工)
東野 俊一,勝 井 明憲*閉 会挨拶 角野 浩二(東北大 ・金研)
(NTT・技術企画,NTT・ 光エ研)
の 「単結晶技術デザインに何が必要か」
一次世代バルク結晶技術開発に向けて一
日本電気株式会社 基礎研究所 日比谷 孟俊
福田研究室主催のMeltGrowth研究会に3し かし,これらの学会の相互間では,必ずしも
回連続して出席させて戴いています。この研究会 情報の交換が円滑に行われているとは言えませ
は,通常の学会よりも魅力的であるという声を,ん 。ところが,このMeltGrowth研究会では,
しばしば聞きます。その理由は以下のようなもの 各種の学会の中で結晶成長に携わっている研究者
ではないでしょうか。 が,横断的に一堂に会して議論ができる機会が与
すなわち,我が国には,結晶成長やその境界領 えられているのが魅力的です。
域を色々な角度から扱う学会がいくつかありま 第3回の研究会のテーマは,「単結晶作成技術デ
す。基礎の部分をカバーしている結晶成長学会や ザインに何が必要か」という課題のもとに開かれ
日本物理学会,半導体結晶の応用1こ主眼を置く応 ました(昭和63年ア月22日)参加者は大学,公立
● 用物理学会の結晶工学の分科P,同じく朋 の立 研究機関 企業から合せて細20名でした.講演
場からの電気学会の研究会,新しい素材としての と演題は以下の通りでした。私共は,「CZ対流可
観点からの金属学会,主として酸化物系の結晶材 視化と結晶物性,メルト物性」というテーマで参
料が議論の対象となる人工鉱物討論会,電子デバ 加させて戴きました。これまでは,シミュレーショ
イスに直結した所での議論が行われる電子情報通 ンのみにより理解されていた,半導体結晶弓1き上
信学会の材料部品部門や,磁性材料の結晶成長に げの時のメルトの対流の可視化観察が可能になっ
関する報告が行われる日本応用磁気学会などで たことにより,その実態が明らかにされつつあり
す。そして,最近では,化学工学系統や伝熱工学 ます。
系統の研究者も,結晶成長を 「熱と物質の輸送」 旧来の,軸対称の温度環境や,定常流のみを仮
の視点で捉え,議論に参加するようになってきて 定した2次元の解析では説明できないシリコン ・
います。さらには,宇宙の微小重力の利用に係わ メルトの様々な流れのモードが見つかっていま
る研究者も,微小重力下での輸送現象の観点から,す 。一方,GaAs単結晶育成時の液体封止剤であ
日本マイクログラビティ応用学会において結晶成 るB203の場合には,これまでのシミュレーショ
長に関する研究報告を行っています。 ンから予測されているような軸対称流が観察され
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ています。この差異は,粘性の小さな半導体メル ①炉内伝熱計算
トとB203のような粘性の大きいメルトとにおけ 小林 純夫(住金)
る,典型的な対流パターンの違いを示したものと ②OZ,Si熱対流シミュレーシヨン
言えましよう。観察された数少ない事実から普遍 沢田 郁夫(新日鉄)
的な真理を探り出し,ひいては高品質な半導体結 ◎CZ熱 対流可視化と結晶物性,メルト物性
晶を育成する技術に発展させるまでには,実験だ 日比谷孟俊,柿本 浩一(NEC)
けでは限界があり,シミュレーションからのアブ ④熱対流シミュレーションと実際とのギャツプ
ローチが不可欠です。シミュレーションを専門と 今石 宜之(九州大槻能研)
する研究者との議論が是非必要です。計算機の処 単結晶作成技術課題(現状,話題,今後の課題)
理容量,速度ともに格段の進歩を遂げており,伝 ①III-v族結晶(HB,LEC等)
熱計算の分野では,スーパーコンピュータを用い 龍見 雅美(庄友電工)
た乱流の解析が大きなテーマになっいると聞いて ②II-VI族結晶
います。また,シミュレーションの精度の向上に 望月 勝美(東北大工)
不可欠な半導体メルトの熱物性定数の正確な値の ◎SAW用 酸化物(高品質,大型化)1
測定も,実験家に課せられた使命でしよう。 松村 禎夫(東芝)
今回の研究会では,シミュレーションを専門と ④non-stOichiometry結晶,含混晶
する研究者の方々と議論する機会が豊富に与えら 進藤 進(アスカル)
れ,シミュレーションの専門家との間に共通の認 ⑤有機非線形光学結晶
識ができ始めたように思えます。 久保田嘉伸,吉村 徹三
このような機会を設けて戴いた福Eヨ承生先生に(富 士通)
感謝する次第です。 ⑥マイクロCZと非線形光学用ファイバー
GaAs単結晶の液体封止法育成時のB20,封 大西 紀男(電総研)
止剤における対流のパヲーン。 ⑦非線形光学結晶と超伝導酸化物結晶
福田 承生(北大金研)
単結晶作成技術デザイン ◎最近の単結晶作成技術へのコメント
高須新一郎(東セラ)宮 沢信太郎(N丁T)
単結晶作成技術デザインに何が必要か
「準 結 晶 の構 造 」1
不定比化合物物性学部門 平 賀 賢 二
100年以上の歴史を持つ結晶学に衝撃を与える うなシャープな回折点による5回対称の電子回折
発見が1984年にShechtmanらによって発表 パターンを見いだしたのです。我々は多くの原子
されました。従来,固体は,原子が無秩序に並ん が周期的に並んでいるがためにシャープな回折点
だ非晶質か原子が周期的に並んだ結晶に大別さ を作ること,また周期配列においては5回対称が
れ,そして現在の固体物理は,原子が周期的に並 存在しないことを結晶学で習ってきました。この
んでいるという基礎の上に多くの理論的発展がな シャープな5回対称の電子回折パターンはなにを
されてきたことはご承知のところであります。 意味するのか,世界[Pの研究者は注目し,発表後,
Shechtmanらは,液体急冷法で作られたAl多 くの研究がなされてきました。この物質は,原
一Mn合金の構造を調べている時に,結晶と同じよ 子の並びが非周期的であるが方向に関してはある
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規則性をもち,準結晶((]uasicrystal)と呼ばれdOdecagonal準結晶と密接な関連を持ってい
ています。現在,準結晶には,20面体対称と正10る ことを示 しました。それと関連 して,東 北大の
角形対称が確認されており,前者は3次 元の準結 新関は理論的にS,ao,12,44,/8回対称の2次
晶であり後者は2次 元の準結晶で/次 元方向に周 元準周期格子の性質を議論しました。しかし,石
期構造があります。今回の短期研究会は,準 結晶 政が見いだ した/2回対称は理論が提出している
の構造に的をしぼり,理 論,実 験の両研究の立場 準周期格子とは直接には関連づけることは難しい
から準結晶の構造を議論 しその接点を探ることを ようです。(私見)。
目的とし,全 国から/2名の講演者を迎えて,1988京 大の石原は,準 結晶の原子配列を回折強度と
年8月25日の午後から26日の午前中にかけて行わ の定量的な対応から議論する時に,ペ ンローズ格
れました。参加者はほぼ40名でありました。以下 子を結晶で近似して取り扱つた方が,よ り簡単に
に講演の一部を紹介 します。 構造解析できる可能性を示しました。この講演の
実験の方から東北大の井上が1つ の注目する報 後,準 結晶は結晶で説明できるとの説に対して議
告をしました。液体急冷したAI-20%Cu-15%遷論がなされましたが時間切れではっきりした結論
の 移金属の3元 系を調べている中で,Al-CU-Feは でませんでした。
系で通常の凝固法によつても準結晶が得られ,安 正20面体対称をもつ種々の原子クラスターの
定相として存在しうることを示しました。そして,回 折強度を計算して,実際の準結晶のX線 回折測
融点のすぐ下で焼鈍するとほぼ完全な正20面体 定結果との比較から,準結晶の原子配列を説明し
対称の準結晶になることを明らかにしました。今 ようとする試みが静岡大の山口によって報告され
まで見いだされた準結晶は,液体急冷法などで作 ました。原子クラスター内の原子の配列と同時に
られた準安定相であり,高温にするとより安定な クラスクー間の配列も考えなければならないので
結晶に変化してしまいます。そのため,大きな単 ないかとう質問がありましたが,強い回折ピーク
方位の準結晶を作ることが難しく,また液体急冷 のみを比較する場合は,第1近似としては十分で
法で作った準結晶には多くの欠陥を含み,真の構 あるような気がしました(私見)。準周期格子はほ
造の研究を困難にしてきました。この安定な準結 ぽ理論的に確立されてきましたが,実際の原子配
晶の発見は今後の準結晶の研究に大きく貢献する 列の議論は,X線回折の定量測定とともに,これ
ものと考えられます。また,準結晶の形成領域は からの課題であります。
価電子濃度で1.6-1.8の間に位置する経験則を見 準結晶の1つの特徴として正20面体対称をこ
いだしております。 わすフエイゾンと呼ばれる欠陥の存在がありま
東大の木村は,準結晶の原子構造モデルについ す。高分解能電子顕微鏡観察,電子回折,X線 回
D て,ボロノイ麺 癩 析をおこなしX,準結晶のボ 折実験硯 いださnたこ飲 陥は理論的にも湖
ロノイ多面体の体積は,分布しているが,アモル されております。東大の石井は,正20面体群から
ファスのように連続的でなく離散的であることを その部分群への対称性のフェイゾンモードの凝縮
示しました。このことから,合金を多元化するこ としてとられることにより,変調をうけた準結晶
とにより液体急冷法で作られた準結晶の良質化を 構造をえることができることを示しました。一方,
試み,回折ピークの半値幅が減少する組成範囲が3次 元ペンローズ格子の有理近似はフェイゾンの
狭いことを示しました。 凝縮相であり,準結晶相に近い組成比で見いださ
名古屋大の石政は,がス蒸発法で作製したNト れる複雑な結晶相について,この考えから検討が
○「合金の微粒子中に結晶に存在し得ない12回 なされる必要性を示しました。この考えは準結晶
対称の電子回折パターンを見いだし,高分解能電 の安定性および結晶との関連性を明らかにするう
子顕微鏡観察から,この構造は,同じ辺の長さを えで重要な問題と思われます。
もつ正方形,正3角形および頂角300のひし形の 以上,筆者が興味深く感じた点を述べてみまし
2次元的なランダムタイリングで理解できること たが,筆者の不勉強から総ての講演を紹介できな
を示しました。そして理論的に提出されている いことをお詫びいたします。
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準結晶の構造はすでに決定していると思ってい が,井 上らによって見いだされたAl-Mn-Feの
る人に,一 つのニュースを。立方体結晶の中に,準 結晶安定相の電子回折パターンは6次 元空間の
単純豆方,面心立方,体心立方構造があるように,体 心立方構造の消滅則を持っています。また,面
準結晶の中にもさまざまの構造が考えられます。 心立方の消滅則を持つと思われる回折パターンも
液体急冷法で作られたAl-Ou準結晶は6次 元空 報告されています。準結晶の研究はまだまだ興味
間の単純宜方構造で回折パターンは説明できる がつきません。
「鋳鉄の黒鉛球状化機構」
溶解凝固制御工学部門 坂 上 六 郎
画期的な新素材として球状黒鉛鋳鉄が発明され 出席者数は約30名,うち学外からの参加者は1
て以来・黒鉛の球状化機構は国内外できわめて活15名 であつたが通常の学会発表と異なり講演時
発に研究されてきた。 問,質疑応答の時間を十分にとり,密度のこい討
現在/0指に余る球状化説が提案されているが,論 が行われるよう配慮した
現状なお定説と認められているものはなく,金属 まず井川教授の開会の挨拶ののち,講演者から
学の興味ある研究課題の一つとしてその解明が待 の長年にわたる自説の発表があり,ひきつづき参
たれている。 加者との間に熱心な質疑応答が交わされた。
今回はすでに気泡説,核説などを提唱しておら 今回の討論会では,黒鉛の球状化は溶湯からの
れる国内におけるこの分野の専門家から長年にわ 黒鉛の核発生過程に起因するとした発表と成長過
たる研究成果をお話しして頂きこの問題に対する 程の特異性に起因するとした発表に分かれたが,
理解を深めるとともに,それらの報告を中心とし 黒鉛の球状化現象には両者が密接なかかわりを
て活発な議論 ・意見交換を行うことを目的とした 持って関与しているのではないかというE口象が強
もので・昭和63年10月1ア日(金)金研講堂で,日 かった。今後このような観点から両者のかかわり
本鋳物協会東北支部との共催で開催された。 かたを追求することがこの問題解明の突破口にな
当日の講師と演題は,る と思われた。
(1)鋳鉄の黒鉛球状化説の推移と 「界面学説」とし とにかく同学の専門家が一堂に会し,胸襟を開
ての気泡説 いて討論できたことは大きな収穫であった。1
京大工学部 山本 悟 最後にこの企画の開催にあたり,種々ご配慮い
川野 豊 ただいた武藤教授に感謝する。
(2)球状黒鉛鋳鉄における黒鉛球状化機構について
の一考察
早大 鋳物研究所 草川隆次
㊦鋳鉄における球状黒鉛の生成条件とその機構
岩大工学部 宮手敏男
斎藤 実
(4)高純度Fe-C-Si合金のレビテーション溶解
東北大金研 金 永稜
⑤鋳鉄中の黒鉛の透過電顕観察
東北大金研 佐藤昭文
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「アクチノイ ド元素実験研究会」
放射線金属化学部門 八 木 益 男
我が国におけるアクチノイド元素研究にたいす は驚かされました。
る認識は,必ずしも十分であったとはいい難い面 二日にわたり行われた講演と講演者は以下の通
があります。これは我が国の原子力研究の全般的 りです。
な体質に関係していて,自主的な開発研究の必要(り 沃然水系のウラン ・トリウム
性にたいする認識が極めて希薄であったことによ 木村 幹(青山学院大)
ります。したがって,大学におけるアクチノイド ②環境中における超ウラン元素の測定
元素に関する研究も,研究設備等の不備から著し 山本政儀(金沢大 ・理)
い立ち遅れを余儀なくされ,必然的に研究者人ロ(〔刃協同効果抽出によるウランの不足当量同位体希
O も極めて少ない状態におかれておりました。しか 釈分析 井村久則(東北大 ・理)
しながら,最近核燃料サイクルの確立が,これか(4痒 導体材料中の微量ウランおよびトリウムの定
らのエネルギー問題を解決するための緊急度の高 量 平井昭司(武蔵工大)
い社会的要請として提案支持されるにおよび,ア(5)ネプツニウムの水溶液化学
クチノイド元素に関する基礎研究もその重要性,栃 山 修(東北大 ・工)
必要性が広く認識されるという波及効果をもたら ⑥溶媒抽出を基盤とするランタノイドおよびアク
しました。当然のことながらその余波は当研究所 チノイドの分離 秋葉健一(東北大 ・選研)
にも打ち寄せてまいりました。このような情勢変(7)加速器による超ウラン元素の製造
化に対して,現時点で大学,原研,動燃,企業,藤 原一郎(追手門学院大)
その他,この面の関係者が一堂に会してアクチノ ⑧京大炉におけるアルファ放射体の中性子照射実
イド元素研究の現状,動向そして展望などについ 験 玉井忠治(京大 ・原子炉)
て論議することは,今までそのような会合が持た(9)JMTRで照射したAmお よびThの化学処
れたことがなかっただけに,極めて急務であると 理 星 三千男(原研)
在仙研究者らによって考えられ本研究会が企画さ ⑩東北大 ・金研におけるアクチノイドの照射経験
れ開催されました。 ≡頭聡明(東北大 ・金研)
会期は63年8月22日と23の2日間で,会場は{11)アクチノイド金属の製造とその取扱用グローブ
○ 金研会議室を使わせていただきました。この時期 ボツクスについて 半田宗男(原研)
であれば参加される方々もご都合がよかろう,仙 ㈹ウラン有機錯体および3元素系ウラン複合酸化
台は秋の気配もただよう頃と勝手に老え,講演依 物と磁気測定 ≡宅干枝(大阪大 ・工)
頼の折衝を始めましたが実はこれが誤りでして,㈹ アクチノイド元素の高温化学に関する実験計画
大学関係者は夏の学校,大学院入試等でお忙しい 森山裕丈(京大 ・工)
方が多く,その他の方々もお盆休み明けでご都合 ㈹動力炉核燃料開発事業団東海再処理工場におけ
がつかない時期であることが判り,いささか慌て る研究開発
させられました。しかし,18名の方々には何とか 山名 元(動燃)
ご都合つけていただくことができ,両日の会とも ㈹再処理工程におけるネプツニウム管理とプロセ
50数人の参加者を得て,7セツションに分けた充 スの高度化研究 藤根幸雄(原研)
実した内容の講演と活発な討論を行っていただき ㈹アクチニドー244Cmを添加したがラス固化体の
ました。参加者の内訳としては%が大学関係者,照 射効果 古屋広高(九大 ・工)
%がその他の方々でしたが,参加できなくて残念(1ア)FBR金属燃料サイクルについて
という多数の連絡もいただき,その関心の高さに 常磐井守泰(電中研)
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㈹アクチノイド元素実験榛の共同利用 企画いたしました。時期的に原子力問題が社会的
原 光雄(東北大 ・金研)に も大きな関心を持たれている折でもあり,討論
アクチノイド元素実験に関連する研究分野は,は それぞれ核燃料サイクルの一環を担う立場で活
分析,物理化学,地球化学,環境化学から,原子 発に行われました。この研究会の開催によって,
力開発の最も今日的な問題となっている核燃料サ 大学関係のアクチノイド元素に関する実験研究と
イクルに関するものまで含み,極めて広範囲にわ いえども,これからの原子力開発の動向にたいし
たっております。今回は最初の会ということで,て は全く無関心ではいられないことが参加者の胸
これらすべてを網羅する大きなテーマの研究会を に強く印象すけられました。
「金 属 間 化 合 物」
合金設計制御工学部門 和 泉 修6
上記標題の短期研究会は昨年度(62年度)に続64名 で,熱心な討論がなされ,そ の熱気が講堂か
いて企画されたもので,昭 和63年9月1日(木)一 ら溢れんばかりでした。予想を上回る多人数の企
2日(金)の両日にわたり金研講堂で開かれ まし 業関係者が出席されたことは,金 属間化合物の研
た。今回は,件 数を少なくして,討 論の時間を多 究が大学の研究室から企業研究,そ して実用化の
くとり活発な議論を期待いたしました。 道へと着実に歩み出した事を反映 し嬉しいかぎり
発表は,で す。
(1)TiAlの延性に寄与する諸因子(東北大学金研 さて,内容についてみますと,は じめの3つ の
川畑武)発 表は軽量 耐熱材 料 として期待 されて います
(2)TiAl金属問化合物の高温変化による組織変化TiAlに 関するものです。この化合物は最近,自動
(横浜国大 福富洋志)車 用ターボチャージャーとしての試作品とその性
(3)TiA1金属間化合物の特性に関するチタニウム 能が企業から発表されたこともあり,大 いに注[ヨ
協会における共同研究結果報告(三菱金属 前 を浴び,特 に延性化の展望について活発な討論が
義治)な されました。次の2つ の発表はNi基超合金に
(4)単結晶超合金の高温特性(石川島播磨重工 大 関するもので,/つ は合金設計的手法により粒界
友暁)を 含まない超合金の耐熱温度を従来のものより向C
(5)γ'Ni,(Al,Ti)の析出硬化(九大工 根本実,田 上させたものであり,もう1つ は,γ'中に γ相が
文懐,佐 野毅)析 出した合金の硬化機構を論じたものです。残り
(6)CO3Ti圧延再結晶集合組織(新日鉄第一技研 の4つ の発表は異常な強度の温度依存性 を示す
松尾宗次,花 村年裕,木 村正雄)Ni3AlとCO,Tiの 材料学的諸問題について,基礎
(7)Ni,Al系金属間化合物の高温延性の改善(三菱 的なものから応用的なものまで含む内容になって
重工長崎研,藤 田明次,松 本辰喜)お りました。
(8)B添加N↑3Al金属間化合物のオージェ分析(新 現在,金 属間化合物の研究は大きなうねりとし
日鉄第一技研 正橋直哉,巽 裕平,山 本満治)て 世界を駆け巡っており,特 に構造と機械的性質
(9}Ni、(AI,TDの単結晶の塑性変形一温度 ・ひすみ に関する国際会議あるいはシンポジウムはEヨを隔
速度・結晶方位 ・組成依存性(東工大 鈴木朝夫,ず して開催されております。今年(/988)は4つの
≡三島良直,≡ 浦誠治)会 議が合衆国とドイツにて,ま た来年(1989)も2
の計9件 でした。出席者は計83名で,そのうち つの会議が合衆国とスイスにて,そ の後も幾つか
大学・国立研究機関関係者が19名,企業関係者が の会議が予定されております。日本でもJlMlS-
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6国際会議として/99/年仙台で開催されること 明確になったものと思われます。これを含めて今
が決定しております。理論家と実験屋さらには国 後とも,色々立場の異なる研究者間の共同研究へ
際間の共同研究も活発に行われております。この と発展すれば,これこそ研究会のねらいとすると
ような状況のなかでの本研究会は,特に実用化に ころであり,大変喜ばしい事です。今後ともよろ
向けた強い意気込みが企業からの研究者から感じ しくご支援願います。
とられ,それにより大学研究者の問題意識もより
「新 素 材 の 加 工 技 術」
加エプロセスエ学部門 花 田 修 治
0次 世代の科学技術を支える新素材が次々と登場 日時:昭和63年9月2日(金)～9月3日(土)
しております。 しかし,新素材には加工技術につ 場所=東 北大学金属材料研究所 講堂
いての蓄積が無く,そ のため既存 の加工技術に9月2日(金)
よっては成形の困難なものが大部分であると言え/3:00--/3:10開会の挨拶
ます。 したがって,新 素材が新材料として実用化 東北大金研 花田修治
されるためには,機 能性を損なうことなく,所 定13:10～14:10複合材料の成形と加工の問題点
の形状に成形加工できる加工技術の開発が必要不 金材技研 塩田一路
可欠と考えられます。このような新素材のなかで,14:10～15:10チラノ繊維強化複合材料の特性
今回は金属系複合材料を取り上げてみました。繊 宇部興産 和久芳春
維強化アルミ基合金を始めとする金属系複合材料15二/0:15:20休憩
は軽量高強度材料として早くから注目を集め,多15二20～16:20加圧鋳造法による複合材料製造
くの研究が行われてきましたが,実 用化にはまだ とその性質
まだ解決すべき問題点が数多く残されています。 名工試 西田義則
そこで,本研究会ではこれらの問題点を整理 し,/6=20～/7=20複合材料の成形加工一特に超塑
将来展望を議論することにしました。現在軽量高 性の利用について一
強度材料開発を[ヨ的とし,研 究が活発に進められ 都立大工 西村 尚
@ ている複合材料にはアルミ基の他にチタン基があ9月3日(土)
り,将 来はさらに高温での使用に耐える属間化合9:00-・10:00金属系複合材料の形成技術の開
物基の開発が指向される傾向にあります。このよ 発
うな情勢から,合 金設計制御工学部門(和泉修教 三菱重工 坂本 昭
授)の企画 した金属間化合物研究会(9月1,2日)10:00～M:00MMCの 繊維配向制御
とジョイントで金属系複合材料の研究会を計画い 豊田工大 恒川好樹 新美 格
たしました。参力口者 は大学 ・国立研究所関係から11:00～12:00アルミナ粒子分散型複合材料の
32名,企業関係から55名(合計87名)で,金属間 製造
化合物研究会から引き続いて本研究会へ参加する 富山大工 池野 進 多々静夫
研究者も多数見られ,当 初の予想通り両分野の研12:00～ り2:/0閉会の挨拶
究者がそれぞれの立場から,複 合材料の現状と将 東北大金研 花田修治
来屋望について議論するというユニークな研究会 複合材料の特性を支配する界面の問題,す なわ
となりました。プログラムは次の通りです。 ぢ繊維自体の改質,マ トリックスの改質,界 面相
の制御について解決のための方策が提案されまし
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た(金材研,塩田)。また,加圧鋳造法(液相法)に 術の最近の急速な進歩が紹介され(三菱重工,坂
よる複合材料の製造原理が紹介され(名工試,西 本),特殊な用途に対しては実用化段階に来ている
田),この方法で製造された複合材料の特性が極め ことが認識されました。しかし,一般的には強化
て優れていることが示されました(宇部興産,和 繊維のコストからくる複合材料の高価格が実用化
久)。ホットプレスによる複合材料の製造(固相法)を 遅らせている最大の難点であり,今後繊維およ
は強化繊維を傷つけることに問題がありました び複合材の製造技術の改善でコストの低減と特性
が,マトリックスに超塑性合金を利用するという の向上をいかにして図って行くかについて,活発
新しい試みが提案されました(都立大,西村)。さ な討論が行われました。金属間化合物をマトリツ
らに,単繊維の配向を利用する方法として,電場 クスとした複合材料については,残念ながらわが
や磁場を利用するという興味深い手法も紹介され 国は立ち遅れているようで,両分野の今後の研究
ました(豊田工大,恒川)。また,複合材料成形技 協力の重要性が提言されました。
「核融合材料の重照射研究と照射後実験設備」`
材料照射工学部門 茅 野 秀 夫
核融合の研究は人類の究極のエネルギー源とし を整備すべきかについて議論することにした。ま
て現在世界を挙げて取り組んでおり,我国におい た日米協力によるFFTF照射後試料の一部が本
ても原研のJT60を中心として活発な研究が展 施設に搬入されることが予定されているため
開され,大学においても核融合特別研究の一環とFFTFの 照射研究会と合同で討論をすることに
して核融合材料の研究に取り組んでから既に9年 した。今回は大洗施設を中心とする照射後実験設
目を迎えた。当初はプラズマに面する材料の温度 備が一つのテーマであるため高速実験炉JOyO
は1000℃近くになるとのことからMoを 中心と の見学等をも含めて動燃の大洗工学センター,展
する高融点金属が候補材として取り上げられた 示館で/988年9月20日(火),9月21日(水)の2日間に
が,設計の進展とともに温度が下がり,現在では わたって出席者56名の参加を得て行なった。
とりあえす40ぴ～500℃程度と推定され,フェラ 研究会ははじめに平林所長の挨拶で始まり続い
イト鋼が一つの有力な候補材となっている。さら て現在学術会議で検討が進められている核融合材
に低放射化の観点から低放射化材料に焦点が絞ら 料拠点施設構想につていて東大の石野栞教授によ(
れ,フェライト系Fe-Cr-W合金,Fe-Cr-Mnり説明があり,拠点施設としての大洗施設の重照
合金およびV合 金を中心として核融合材料開発 射施設計画について茅野より説明が行なわれた。
が行なわれている。核融合材料はエネルギー餌 東北大工学部阿部勝憲教授から施設での重照射施
Me>で1023n/O㎡という大量の高速中性子にさら 設備に関する要求について説明があった。また金
されるため照射損傷機構の解明や寿命評価を行う 研 松 井 秀樹 教 授 か ら はJMTRを 利 用 し
ためにはJMTRでは不足であるため・高速実験DynamicTritumTrick実験を行うためには
炉UOyO'や日米協力によるアメリカの高速実験 設備をどのように充実すべきかについて説明が
炉FFTFの利用が行なわれている。 あつた。昼食は動燃からの弁当の提供の申し出が
本施設はJMTRを主体とする照射後実験施 あり有難く1頁戴した。続いて原研の板倉敦課長か
設であるため重照射試料の取扱いのためには不充 ら新しいMOdUlarTy【⊃eOelIの現状について
分であり核融合材料開発のため今後の施設の充実 説明があり,名大工学部桐谷道雄教授より原子炉
が望まれている。そのため本施設で重照射試料に 照射技術の高度化にいての提案があり,また動燃
よる共同利用研究を行うためにはどのように施設 の小山直弘課長代理からは常陽による照射技術の
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高度化について説明があった。20分間休憩の後原 あった。東大工学部の香山晃助教授からは核融合
研の近藤達男部長によつてIAEAの核融合材料ITERデ ータベース専門家会議の報告がなされ
研究協力の現状について説明がなされた。また原 た。第り日目同様2日目も動燃提供の昼食を頂戴
研中島甫室長からは核融合材料IAEAデー タ し,午後からは核融合材料研究の将来計画につい
べ一スについて,さらに照射された材料の表面損 て香山助教授からあり,茅野,司会のもとに総合
傷評価法について九大応力研の蔵元英一教授によ 討論を行ない研究会の幕を閉じた。
り提案があり,第1日目の講演を終了した。懇談 今回の研究会の目的は核融合材料の重照射研究
会は1日目の6時30分から動燃の旭クラブで研 の進め方と本施設を中心として照射後実験設備を
究会の出席者全員で行なった。諸住正太郎東北大 どのように整備していくかについて討論すること
名誉教授,井形直弘東大名誉教授の挨拶で会が進 であったが,大学関係の研究者は勿論 原研,動
められたが活発な意見の交換がなされ,楽しい雰 燃からの多数の出席者により活発な意見の交換が
囲気のもとに会は終了した。2日 目はPNL/な され,大きな成果が得られた。我国における核
HEDLの研究の現状について九大応力研の室賀 融合材料照射研究の進め方と本施設を中心とする
O 健夫助教授また原研の菱沼章道室長より原研にお 照射後実験設備について具体的な討論を行い今後
ける核融合構造材料の研究の現状について説明が の進め方についての重要な指針を得た。
「超伝導材料の電力応用」
一高温超伝導体実用の可能性一
超電導材料開発施設 能 登 宏 七*
超伝導材料の電力応用の分野において,従来の 本研究会は,昭和63年10月21,22日の2日間
金属系超伝導材料の場合には,例えば発電機では にわたり,金研講堂に於て開催しました。参加者
/00EiKW以上の大型機で初めて,超伝導のほう 総数は4り名でした。第/El目は,最初に八戸高専
◎ 鮪 利であると云う講 が行Dnてし、ました.そ 嚴 ・舳 武先生の動 鯛 の動静1こついてのお
れでも来るべき将来は超伝導化されるであろうと 話があり,つづいて従来の金属系低ACロ ス超伝
予測して,金属系材料による電力応用が現在も真 導線材を用いて行われた(又は企画されつつあっ
剣に検討が進められています。最近発見された高 た)R&D即ち,超伝導発電機,SMES,超伝導
温超伝導材料が実用化されれば事情は更に一変す トランス,超伝導限流器の例がそれぞれ詳しく報
ることは明らかでしよう。もっと小型機でも,或 告されました。又最後には,現在企画中の大型へ
いは極端に言えば,すべての電力機器を超伝導化 リカル核融合装置の超伝導化の詳細報告もありま
しても従来機より有利となれば,一種の革命が生 した。第2日目は超伝導パルスマグネツトの報告
じることは想像に難くありません。本研究会は,の 後,高温超伝導体開発の現状について武藤先生
従来の金属系超伝導材料による電力応用のR&Dよ り詳細報告があり,引き続いて高温超伝導体実
をより深く検討し,更に最近発見された酸化物超 用化の可能性についてパネル討論を行いました。
伝導体に関する研究を把握 ・検討し,それによっ いずれも非常に活発な討論が行われました。
て新高温超伝導材料の本分野での実用化の可能性 第1日目及び第2日目最初の講演までで・これ
を探る目的で企画しました。 までの低ACロ ス超伝導材料開発の現状及びそ
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れを用いて行つた種々の電力応用R&D,核融合 最後に高温超伝導体が実用化された時 考えら
装置への応用の現状を見渡すことが出来たと思い れる種々の応用を盛り込んだ,夢多いカラー写真
ます。又2日目の基調講演及びパネル討論会によ を示します。これは東芝総研の荻原,堀上,伊藤
り,高温超伝導体のここ2年間での進歩の状況が 氏の御好意によりそのOHPをコピーさせて]頁
明らかとなり,将来の実用化を考える時,どの点 いたものです。
が最も問題となるか,その開発課題がかなり明瞭*現 岩手大工学部
になったと思います。
_洩
　
ノ ミミ
/
「定常強磁場 を用いた材料開発 と物性研究」1
超電導材料開発施設 能 登 宏 七*
低温物理学部門 小 林 典 男
本研究会では,昭和62年度に本研究所付属超電i系 を中心とする酸化物高温超伝導体に関する研
導材料開発施設に設置されている各種強磁場マグ 究報告が行われ,第2日目は,超伝導基礎物性,
ネツト(ハイブリツド・マグネツト,水冷マグネツ 各種磁性体,半導体並びに金属 ・化合物の輸送現
ト,超伝導マグネット)を使用して行われた各グ 象に関する強磁場下基礎物性の研究報告が行われ
ループの研究成果が発表され,討論されました。 ました。参加者総数は約80名で,総計46のグルー
すなわち,超電導材料開発施設の昭和62年度成果 プによる成果報告がなされ,いすれも非常に熱心
報告会を兼ねて開催させて頂きました。第1日目 な討論が行われました。これによって我が国の超
は,主として実用および先進超伝導材料並びにB伝 導材料開発の現状並びに強磁場下での物性研究
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の状況を見渡すことができたと思われます。これ(/)磁 性の研究
らの発表内容は,例年の如く,超電導材料開発施 ② 分数量子ホール効果の研究
設年次報告(昭和62年度)として,本年6月に印刷(3)強 磁場分光
されました。その内容は,㈲ 生体の磁場効果
第/部 超伝導材料 ・物性の研究 第3部 マグネツト工学
(/)実用超伝導導体と先進超伝導材料 となっており,非常に盛り沢山です。興味をお持
の進歩 ちの方は,是非御一読下さい。
② 酸化物超伝導体の研究 施設にはまだ多少残部がありますので,お申出下
(3)有機超伝導体の物性の研究 さい。
第2部 基礎物性に関する研究 ・現岩手大工学部
「新素材の耐環境性」
の
金属表面化学部門 橋 本 功 二
新しい耐食材料の他,酸化物超電導体を始め電 真空用材料表面の状態分析と気体の吸着 ・脱離特
気的特性 ・磁気的特性 ・機械的特性などに優れた 性
機能を備えた新しい材料が次々と見出されてい 東大生研 本間禎一,藤田大介
る。しかし,新しい耐食材料の特徴は必ずしも明 窒化チタンの高温酸化
らかにはされていない。また,その他の新素材の 阪大工 柴田俊夫,谷ロ滋次
機能を実用するためには,その耐環境性を明らか シリコンの大気酸化
にし,更に耐環境性を改善することが必要な場合 日立機械研 石川雄一,尾崎敏範
もある。この様な観点から,新素材の耐環境性に ドライプロセスによる成膜とその耐食性
関する研究の現況を紹介し合い,併せて新しい耐 新日鉄第一技研 伊藤 叡
環境性材料の機能に関する理解を深めることを目CVD法 によるMo(Mo-SDコーティング
的とした研究会を,1988年1/月2/,22日の 日qコ 川防食 中内†専二
間金研講堂で開催した。前半は,酸化物,窒化物 化技研 今井庸二
⑩ などのセラミツクスおよびセラミツクス被覆の耐 酸化物の耐水性
環境性に関する発表,後半は金属に関する発表で 東大工 辻川茂男
あった。MO-○>D法 で形成した酸化物多層薄膜の防食
初日の夜は,送迎パスで遠刈田温泉に出かけ,特 性
懇親会を行い,討論に花が咲いた。当初は約50名 東北大工 杉本克久
の参加を予想していたが,実際はアO名を越える盛 セラミック ・コーティングの密着性
況であった。温泉に泊り込んで討論する懇親会も 金材研 新居和嘉
含めると,GOrdOnOonferenceの様だと セラミツクス溶射材の耐食性評価
感想も表明され,この様な研究会が笛年開かれる 日揮 山本勝美
ことを望む声も多かった。 電析非晶質Ni基およびCo基合金の耐食牲
講演題目と講演者は以下の通りであった。 東工大工 春山志郎
辛導体材料の腐食概論Al-〕-X系 合金の腐食挙動
北大工 佐藤教男 室蘭工大 菅原英夫
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低合金鋼の水素侵食と水素含有量の関係 スパツター法による新アモルファス耐食合金被覆
大阪府大 山川宏二 東北大金研 橋本功二
新耐食鋼の評価と位置づけ 当初は,UDtodateな内容を気楽に発表す
NKK技術開発本部 松島 巌 ることを考え,プロゲラム以外印刷物の何もない
再処理装置用金属材料の耐食性 研究会を予定していた。しかし,参加者の要望が
住友金属中研 長野博夫 強かったため,これらの発表の詳細を金研のス
硝酸環境中におけるチタンおよびチタン合金の耐 タツフがメモし後日研究会報告書として全参加者
食性 に送った。メモを纒めた人々にはご苦労を掛けた
神戸製鋼所材研 佐藤廣士,降矢 喬 が,研究内容を気楽に発表し合うという点ではそ
非晶質電析Fe基合金皮膜の耐食性 れなりに成果があった。
上村工業 小岩正倫
鉄およびニッケル不働態皮膜のイオン透過性と孔
食挙動
中国工試 西村六郎(
「気相からの材料合成 とその生成機構」
特殊耐熱材料学部門 平 井 敏 雄
1988年12月1～2日の2日間,金研講堂で標記 ました。
の共同研究会を開きました。前回の 「C>D討論 研究会の1日目は,まず,私が金研の共同利用
会」では,参加者が予想をはるかに越える113名 研究の進め万や,その基となる平井研の研究概要
にも達し,急遽,会場を金研講堂から選研講堂に を紹介し,続いて下記の講演をしていただきまし
移したという経緯もありましたので,今回は案内 た。
状の発送は細40通にしました。予備登録の結果,*CVIと パルス○>1
参加者数は80名程度と見込まれ,金研の講堂の容 杉山幸三(名大工)
量に最適だと安心していました。ところが,本研*ECRプ ラズマC>DとそのB系 薄膜作製へ
究会の案内状が色々な所を1人歩きしたらしく,の 応用(
研究会の数日前から参力ロ申込の電話やプアツクス 権臼俊一(阪大産研)
が主として企業から舞い込み,また当日の飛び入*熱 プラズマCVDの動向
りの参加もあって,結局、企業関係者だけで約80明 石和夫(東理大理工)
名の参加があり,大学関係者40名と合わせると、*プ ラズマOVD法 によるリチウムニ次電池用
金研の講堂の収容人数をはるかに越えてしまいまTis,の 作製
した。このためイスを一部室外に出して研究室の 吉川信一(阪大産研)
人達には立っていただくことになりました。何と 講演終了後,金研会議室で懇親会を開きました。
か早期に金研にも大きな講堂を作る必要があると 参加者は約60名で,当初40名程度の予定でした
痛切に感じました ので,平井研の学生諸氏には参力ロを辞退しても
前回は熱CVD(ChemicalVaDorDeO一らった次第です。2時間で終わる予定でしたが,
osition)にテーマを絞りましたが,今回はプラズ なかなか熱気が治まらず,3時間後にやっと解散
マCVDも含めた広い意味でのCVDに ついて,と いうことになりました。
その材料合成への応用を中心にして研究会を行い 研究会2日目は,ます,私がC>Dによる超伝
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導酸化物の合成と特性について約/5分間紹介し*マ イクロ波プラズマC>D法 によるダイヤモ
ました。この内容はプログラムの予定にはなかっ ンドの気相成長
たものですが,参力口者の要望も多く,特に,CVD加 茂睦和(無機材研)
によるYBCO薄膜が27Tの超高磁場で6万 研究会終了後に平井研究室の見学会を行い,
A/G㎡もの高Jcを示すことが新聞各紙に報道さCVD装 置やその他の装置を見ていただきまし
れたため,どうしてもお話しなければすまないよ た。
うな雰囲気だったためです。引き続いて下記の講 今回の研究会を振り返ってみると,多くの人々
演がありました。 のC>Dに 対する関心の深 さには驚かされ,
*C>D・Sic/C傾斜機能材料CVDの 研究にたすさわっている私共の責1壬の重
佐々木真(東北大金研)さ を痛感させられました。
*C>D法による超材料単結晶の合成 最後に,本研究会の開催にあたり種々お手伝い
元島栖二(岐阜大工)下 さいました研究室の職員 ・学生諸氏に感謝しま
*分子層工ピタキシー法による単結晶 α一Al,03す。
の 薄膜の作製
大矢銀一郎(東北大通研)
「材 料 デー タベ ー ス=
金属 ・セ ラ ミックス の製造 と物 性 」
金属間化合物研究室 中 道 琢 郎
1.はじめに 情報センターに,画期的な国産の科学技術情報の
今日,急速に進みつつある技術革新の中で、新 文献データベース:JICSTの構築 ・利用が開始
素材開発はその重要な基盤の1つとなっている。 された。全国主要大学にも大型計算機センターが
この新素材開発研究の努力のqコで注目され,整備 次ぎっぎに設置されて行った。しかし,科学 ・技
を急がれているものの1つが新素材開発関連の 術情報の自立した蓄積の本格的努力はこの1985
◎ データベース建設である。 年からの第二期に入ってからである。文部省が全
この面では米国が国家的事業として,政 府所属 国の学術文献 ・書誌の所在情報のデータベース構
各研究機 関の研究成果のデータベース ニNTIS築 を大きな柱とする学術情報センターを確立 し,
の公開利用やNBSの 諸材料の情報センターの 全国大学の知的資産の集積,整 備とその多面的高
確立を進iめ,先進的役割を果たした。我が国では 度利用の道に歩み出した。通産省は民間の活力を
これ等を輸入 ・利用し,開発費の節約等に役立て 引き出す情報関連産業への肩入れを開始し,他省
ることが出来たと云われているが,肝 今の貿易摩 も一斉にその公的情報の整備,デ ータベース化を
擦等を通じ,よ うやく自立した材料データベース 開始した。
の確立の必要が広く一般に認識され始めて来てい 文献情報データベース確立時代の抄録誌の役割
る。 と同じく,材料特性データベースのようなファク
我が国のデータベースの実用化は19ア5年頃が ト ・データベース構築期の今日も,先 行するデー
その第一期であり,一方では,金融や国鉄,衛生,タ の集積(便覧など)がデータベース確立への一つ
安全,気 象等公共的に緊急性のある部分でのデー の駆動力となるが,こ の面での準備は,学 問分野
ヲの管理 ・電算化が進み,他 方では日本科学技術 によるそれ程の差異はない。 しかし,実 際にファ
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ク トデータベースの進んでいる分野,例 えば,医(価 電子最大密度径,S・Dレベル順位差等)と物性
療等を見ると,差 異の基本は情報処理の電算化へ 特性量との相関の重要性を指摘し,基 本量の計算
の意識的努力の差異にある。材料はこの点で先進 法,物 性量との相関の実例を述べた。図書館情報
分野に較べかなりの立ち後れを示している。 大:和 光はバンド計算に関わるデータベースの問
この事態を重視 し,先般,東 北大学選鉱精錬研 題点を挙げ,近 似法と共に,ポ テンシヤルの素性
究所徳田昌則教授の提唱により,金 属 ・セラミツ を明らかにし置くべきと報告 した。
クス材料の製造 ・物性に関する材料データベース 第二日の特別講演,"状態図計算,化 学平衡計算
の実状を調査し,然 るべき共同の材料デーヲベー の最近の進歩"で,ス エーデン ・ウメオ大:G,
スの確立を目指す科研費総合研究班の設立の申請 工リクソンはこの方面の計算に最近広範に利用さ
が文部省に対してなされさた。この研究会はこの れるようになった同氏の計算の基礎モデル,化 合
主旨に賛同し,本所が独自に進めつつある材料科 物表記法,そ の適用計算法に就いて詳しい紹介を
学情報センター構想の実現をも願いながら,関 係 行った。工業技術院 ・化技研:横 川は同所で実際
研究者をお招きしてデータベースの現状に就き,に 稼働 している強力な本格的熱学力データベース
情報の交換,意 見の開陳の機会を設けるために開 システムに就いて紹介 し,そ の機能発揮に精選さ1
かれた。 れた基礎データの蓄積が重要であると述べた。東
2.短期研究会経過 北大工=西 沢,石 田は合金状態図のデータベース
短期研究会は1988年1月29日午後と4月30日午 の建設に関わる国際的な2つ のネツトワーク的協
前の2日 間に亙って開催された。 力機構の現状を紹介 し,更 に,自 ら開発した状態
第一日は東北大選研の徳田昌則教授による本研 図計算のシステム紹介を行った。京大工 ・一一瀬は
究会の主旨の説明,本 所の仁科雄一郎教授による 学振第19委員会の活動状況を報告し,溶鉄中の相
本所の共同研究所の役割,機 構を交えた開会の辞 互作用助係数の推奨値を決定する手続きを紹介 し
に始まり,研 究会主題の1つ,金 属 ・セラミツク た。東大生産研:前 田は状態図,化 学反応関連の
スの物性,材 料特性のデータベースに関わるもの データベース利用に当たってのネットワークの働
8講演が,第 二日は金属 ・セラミツクスの製造,き に就いて幾つかの問題点を具体的に指摘した。
材料の状態図,反 応特性に関するデータベースの 阪大工:片 山は金属 ・合金関係の熱力学的性質を
8講演の発表が行われた。MetalsAbstractか ら収録,一 覧の表作成を
第一日目の特別講演,鯉本格的材料データベース している。その使用法の紹介があり,協 同研究者
とは"で,東 大工=岩 田は国際的な観点で,良 く の東北大選研:徳 田よりその電算化,デ ータベー
確立され,公 開されている材料データベースの幾 ス化の紹介があった。阪大工:森 田,田 中は合金
つかの例を挙げ,そ の夫々の特徴を具体的に紹介 の溶質元素の固液間平衡分配係数のデータベース(
した。また,将 来の材料データベースの備えるべ とその利用の実例を紹介した。東北大選研:白 石
き機能,例 えばゲートウェイ機能等にも触れた。 は冶金物質の高温物性データ集作成の現状に就い
京大工=小 岩は金研在所時代のKINLIB(金研オ て報告した。
リジナル文献データベース)発足の経緯とその特3.成 果
徴,将 来への希望を述べ,東 北大金研:木 戸,市 第一に,金 属 ・セラミックスの製造,物 性に関
川はそれぞれ,金 研の材料科学情報センターの将 する材料データベースで,デ ータベース構築への
来構想と現在の準備状況およびその重点特徴の/ア プローチに幾つかの類型のあることが明らかに
つである計測画像データベースに就いて述べた。 なった。
同所:金 子はそのセンターの重要データベースの 最も基底 となるのは,(1)デークそのものの集積
一つとなる磁性金属間化合物データベースの準備 であるが,この面での具体的活動は実際,地 味な
状況を報告 した。同所:中 道は役立つデータベー 活動であり,成 果がすぐには期待出来ないところ
スの意義と実際,そ の効果に就いて述べた。東大 から学会,出 版社等の発意と援助なしには実際上
物性研=寺 倉は元素を特徴づける幾つかの基本量 実現 し難い。これと良く似たデータ集積形態は,
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②データ集積個人版と云って良い,個 人用のデー 何れも,現 実の事情か ら出発 した材料データ
タベースである。範囲が比較的限られているから べ一ス構築に無くてはならない姿であるが,そ れ
構築はし易いが,プ ラス αの機能が無いと,在来 それの場で苦労されている問題点が幾つか明らか
の便覧を利用する方がずっと増しだと云うことに にされた。
なり兼ねない。これの発展形態として,㊦ デーク 第]こ,デ ーダベースの内容から見た幾つかの
の知的利用の機能を持つシステム建設が主眼と 差異のあるデータベ 一ース構想が発表された。
なっているデータベース構築がある。これは成功(/)単 純な実験データ集約的なもの,
すると,デ ータの蓄積がシステムの機能をより強 ② 現象論範囲の諸係数を集約 したもの
化するので,デ ータ構築に弾みがつく可能性があ ③ 本質論に基礎を置くもの
る。しか し,この種のシステムはいわば在来型コ 何れのデータベースも材料開発にとり,欠 かせ
ンピュータ利用法であり,意識 しないと,個別デー ないものである。しかし,第三の構想のデータベー
タ処理機関に留まる傾向が強い。また,こ のよう スが既に,構 想され着手されていることは大いに
なシステム造りには、多少な りともコンピュー 興味の引かれることであった。
リ タ ・ソフト技術の素養が要求される点に留意して 第三に材料データベースをめぐる国際協力の実
置かねばならない。㈲本格的データベース,こ れ 状が報告されたことである。今後,こ の面の一層
はデータ入力もし易く,知 的な利用法も確立され の発展が期待される。
ているので望ましいデータベース形態である。 し4.ま とめ
かし,問題はこのようなシステムを乗せ得るマシ 予想を上回る参加者があり,充 実 した報告にも
ン購入の費用(従って,そ の実現困難性)と更に,恵 まれた。材料データベースへの広く,強い希望,
利用法の易さ(ユー ザ ・フレンドリイネス,ネ ット 期待のあることを痛感する。このような機会を笛
ワーク,利用の経費)が問題となる。本格的データ 年持ちたいとするのが参加者の希望であった。今
べ一スには多数者の利用を前提とした独自の困難 回の報告も纏めて,参 加者の希望により出版する
さ,問 題点がある。 予定である。今後とも,本所の援助を期待 したい。
「材料 デー タベース構 築の方途 」
④ 金属間化合物研究室 中 道 琢 郎
1.は じめに 壮大なデータベース ・システム構想に関連して
今回の材料データベース研究会は,実 際に役立 は,文 献情報関係で,ω 学術情報センターのデー
つ材料デ ータベー スとは(?と云うモッ トーで,タ ベース構築とその広がり(学情セ=大 山敬≡助
/988年9月13～/4日開催 した。 教授),材料データーべ一スでは,(2)超電導材 料
今回は,昨年度の状態図データベ 一ース中心から,デ ータベース構築とマルチコアプロジェクト,(金
材料特性に関するデータベース中心 に少しく重点 材技研:西 島 敏部長),③材料データベースの構
の置きかたを変えた。狙いは,今 年度文部省の研 築とメタデータ体系(東大 ・工:岩 田修一助教授)
究成果刊行促進費(データベース)を頂いて,本 格 のお≡方のお話をうかがえた。
的に構築することになった金研材料データベース 学術情報センターは,全 国各大学の図書館の図
が少しでも,い や,大 いに皆さんに役立ち得るよ 書 ・学術雑誌の所在情報を蓄積 した巨大デーダ
うに準備する,そ の勉強に役立てたいと思ったか べ一ス ・システムを現実に稼働させて,我 々の便
らである。 宜を図ってくれているが,そ の外にも科研費デー
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タベース,博 士論文データベース等,独 自の新し 最後に,材 料データベースはどうあるべきか,
いデータベースを作り,提供 している。最近では,ど うあったら喜ばれるか?の テーマで,パ ネル討
電気や化学関係の学会等と協力して,学 会発表の 論会を持った。幾つかの提言,感 想を記す。
講演予稿 のデータ ベース,学 会誌 の全文データ(1)信 頼のおけるデータベースを(データ評価の
べ一スの構築も始めている。多彩な活動形態なの 重要性:デ ータベースの性格)
で,現 在進めている我々の統合文献検索システム ② データ ベースの 内容 を増 や すに は(データ
の構築活動に大いに参考となる経験を沢山もって べ一スの維持 ・発展)
いると実感させられた。 ③ パラメータ無 しの(原子番号のみ)状態図予測
超電導マルチコァ ・プロジェク トの一環として の実現(E標,希望),固体物性の理論解明モデ
進められている超電導材料データベース ・システ ル、ad>anced計算手法の収録(条件),可能
ムは現在,そ の構築の具体案を研究,作 成中とい な領域の状態図の外挿,内 挿(予測 との比較=
うことであるが,多 数の専門家を各界から集め,デ ークベース),
緻密な具体案が研究されつつある。詳細 ・緻密な ㈲ 生データのデータベースが重要(データベー
ファクト.データベースの構築形式の設定は資力,ス の性格)1
人力でいささか遅れをとる我々の実態から,に わ ⑤ 恒常的に維持できるデータベース ・(デー タ
かには,そ のまま見習い難い所があるが,個 別の べ一スの維持)
点では学ぶ所が多い。 ⑥ デークベース構築では,協力関係が重要(デー
メタデータ体系も,我 々が次のステップとして タベース構築)
目指しているファクト.デ ータベース構築に大い(7)デ ータベースの利用には,ソ フトウェアの流
に参考 となる。上の超電導材料データベースが 通を重視(データベース利用)
ファクト.デ ータベース構築の実際版を目指すと ⑧ 使いたい一タベースの所在情報が必要(デー
すれば,こ れは,そ の基礎版,学 理的,一 般的考 タベース利用:国 際化)ユーザに対するデータ
求の結果である。いずれも,多 面的な材料特性を べ一ス ・システムのトランスペアレンシー
どう規定し,どう表現すべきかを取り扱っている。 ⑨ 信頼性,普遍性はデータベースの基本(データ
この大規模データベースの重要なもう一つの べ一スの性格)
面,異 種システム間でのデータの交信の実現に就 ㈹情報加工のツール ・ボックスの用意(データベー
いて,金 材技研:門 馬義雄室長による㈱材料デー スの利用)
タベースの国際協力における問題点の講演があっ ㈹Eヨ 本独 自のデータベースを(データベース構
た。充分な進展ではないが,こ の面の協力,標 準 築)
化も着実に進んでいる。本所としても,対 処出来 ㈹ 利用者を想定したデータベースの構築が必要
る準備を持っている必要がある。(デ ータベースの内容)
この外,実 稼働 しているファクト ・データベー ㈹ データ ベース利 用の 普及 に は教 育 も重要
ス,(5)NTIM-JICST金属材料強度データベー(デ ータベースの普及)
ス,(金材技研:金 沢健二室長),ヨー ロッパで評判 ㈹ データベースに就いてのユーザ ・ニーズの調
の{6)SAGEと熱力学データベース,(東北大,選 査も必要(データベース利用)内部ニーズに応え
研:板 垣乙末生助教授),の紹介,合金設計の設計 る努力も重要
理念,設 計手法を論じた(7}分子軌道論に基づく合 短時間であったので,具 体的な内容を含む議論
金設計,(豊橋技科大:森 永正彦助教授),金属間化 まで発展する所は多くはなかったが,デ ータベー
合物の磁性理論の紹介,⑧磁性金属化合物DBに スがユーザに歓迎されつつ発展するための大事な
期待するもの,(岐阜大・教養:山 田 二教授)の講 ポイントは幾つか出されたと思う。
演があった。本所の統合文献検索システムの構築
活動に就いては,木 戸義勇助教授から,(9)KIND
の現状報告として,報 告された。
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本所の創設者本多光太郎先生を記念して標題の 主なテーマ 強磁場の発生、強磁場下の磁性、強
シンポジウム開催を企画していましたところ、仙 磁場超伝導体、強磁場中の半導体、高分解
台市の国際学術都市推進事業の一環として位置づ 能核磁気共鳴、強磁場の化学および生物学
けられることになり、 的効果
第1回仙台国際学術シンポジウム 参加者100名程度、うち外国人/5名程度
として開催することが認められました。第/回は 招待講演およびパネルディスカツションが中心
り 本所が世話役1こなりま聾 第2回以降も東北大 恩 一般講演は離 しまVfUh"・多数の方が識
学などの学術機関が世話役になって継続的に国際 に参加されることを期待 しています。なお、この
学術シンポジウムが開催されることになつていま シンポジウムに関連して8月25日囲午後、仙台市
す。 民会館において市民向け講演会が開催されます。
上記のシンポジウムのプログラムは追ってお知 シンポジウムに関心をお持ちの方は下記に御連絡
らせ しますが、概要は下記の通りです。 願います。
期日 平成元年8月23日⑳～25日翻 東北大学金属材料研究所
会場 東北大学工学部青葉記念会館 中川康昭、木戸義勇
(仙台市荒巻字青葉)(直 通電話022-261-8494)
金属材料研究所長 平 林 真
アメIY力金属学会(ASMlntematiOnal)かhasdesi8nated
ら,本 所の前身鉄鋼 研究所 にたい して,Hls-ResearchlnstitutefoPlron.Steel
⑩ tOpicalLandmarkが贈られ,昨年10月20日TohokuUni>ersity
にその贈呈と序幕のセレモニーが行なわれた。こAnHistOricalLandmark
の賞は金属材料,お よび金属産業について,特 筆 ○Onstructedin/920,thissiteis
すべき発見や進歩に卓越 した寄与をした歴史的なcOnsideredtObethebirthr⊃」aceof
場所,あ るいは出来事を記念,顕 彰することを目Dhysicalandchemicalscienceof
的としたもので,/972年以来,主としてアメリカ,metall℃materialsinJapan,KSand
カナダの各所に贈られてきた。Sendustmagnetmaterialswere
我 が国で は,/984年に釜石 市橋 野の高 炉跡in>entedhere,
(1857年製)に授与されたのが最初で,今 回はそ 偉大な先輩の残 した業績が顕彰されたことを心
れに次ぐものである。ブロンズの賞杯は新研究実 から喜ぶとともに,多 くの方々が本所を訪れる機
験棟玄関ロビーの外壁に保存 した旧1号 館の赤レ 会に,目に留めて下さることを望んでいる。なお,
ンがの柱に嵌込まれた。そのブロンズは下記の文 今回の受賞は日本金属学会からの推薦によるもの
が刻まれている。(29頁に写真あり)で,同 学会会報(1989年2月号)にやや詳しい記
ASMInternatiOnal事 があるので参照されたい。
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人 事 移 動(1988年4月 ～1989年4月)
転 任
氏 名 年 月 日 転 任 先
前 川 禎 通1988.4.1名 古 屋 大 学 教 授 工 学 部
永 田 明 彦/989./0.1秋 田 大 学 教 授 鉱 山 学 部
川 畑 武/988.M.1住 友 軽 金 属 工 業 ㈱ 主任研究員 技 術 研 究 所
能 登 宏 七1989.2。1岩 手 大 学 教 授 工 学 部
神 垣 知 夫1989.4.1富 山 大 学 教 授 教 養 部
岡 村 清 人1989.4.1大 阪 府 立 大 学 教 授 工 学 部
石 岡 俊 也1989.4.1神 奈 川 大 学 教 授 工 学 部(
市 川 禎 宏1989.4./明 治 大 学 教 授 工 学 部
天 野 忠 昭1989.4.り 相 模 工 業 大 学 助 教 授 工 学 部
佐々木 芳 朗1989.4,り 石 巻 専 修 大 学 助 教 授 理 工 学 部
石 田 恒 雄1989。4,1㈱ 関西新 技術研 究所 主任研究員 表面 化 学研 究 部
佐 藤 光 彦1989.4.1宇 部 興 産 ㈱ 研 究 員
新 任 お よ び 昇 任
氏 名 年 月 日 官 職 部 門 等
山 口 泰 男 「988.4.1教 授 放 射 線 金 属 物 理 学
長谷川 雅 幸/988.4.1助 教 授 原 子 力 材 料 物 性 学
幅 崎 浩 樹1988.4./助 手 金 属 表 面 化 学
増 本 博1988.4.1助 手 特 殊 耐 熱 材 料 学
(
小 川 豊1988.4.1助 手 材 料 試 験 炉 利 用 施 設
落 合 明1988.4.1助 手 材 料 試 験 炉 利 用 施 設
永 田 晋 二1988.5.4助 手 原 子 力 材 料 物 性 学
松 本 秀 樹1988.6./助 教 授 金 属 物 性 論
岡 野 泰 則1989.1.4助 手 結 晶 材 料 化 学
中 島 英 雄1989.3.り 助 教 授 原 子 力 材 料 工 学
渡 邊 和 雄1989.3.1講 師 超 伝 導 材 料 開 発 施 設
後 藤 貴 行1989.4./助 手 低 温 電 子 物 性 学
酒 井 政 道/989.4、/助 手 電 子 材 料 物 性 学
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平成元年度東北大学金属材料研究所研究会採択一覧
整 研 究 会 の 名 称 氏 イ篇 属者 官職 離 期 間 連朧
GOO1高温超伝導体の電流輸送現象 武藤 芳雄 東北大金研教授6.1～6.22日 間
/002樹枝状結晶成長の基礎 ノ」、松 啓 東北大金研教授 元,6.5～73日 間
り00蒋酷;勢 ク素材の極限条1牛徳N8則 東北大金研獺 元.ア.4-52日間 躰 健
/0・4鑛伊 鋸 傭 子'甑 物性と 藤森 蔽 東北大金研獺 元.6.29-3・2日間
/005半導体の欠陥制御 角野 浩二 東北大金研教授 元.ア.6～ア2日 間
/006金属間化合物の物性と応用 花EE修治 東北大金研教授 元.7.131日 間
◎ /00ア翻 点鋸 の懸tlA#翻 東北大錨 獺 元.ア.13～り42日間
itoO8懇禦 欄 研究の現状と嗣 後 茅野 秀夫 東北大鐸 獺 元.9.11-/22日間
lioO9高圧力下の遷移金属化合物の物性 金子武次郎 東北大金研助手 元.9.26～272[ヨ間
10/0謡鍵らnる核㈱ 醍 理の離 ノへ木 胡 東北大鋸 教授 酬.6-72日 間
10/1藷晟ζ釧 離 擁 物の純臨 安達 髄 名苗 理学部教授 元.//.9・-/02日間 跡 調
10/2耐環境性新素材とその機能 橋本 功二 東北大金研教授 元.//.21～222日間
10/3吸着分子の分光学的研究セミナー 潮田 資勝 東北大金研教授 元./2.15～/62日間{=科雄一郎
10G4融液構造とバルク単結晶成長 木村 茂行 無機材研総合研究官2.1.18～/92日間 福田 承生
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